
外来生物（昆虫類）対策チームの結成 

 

近年、生物多様性やその保全が注目されており、当社のような民間企業も様々な取り組みを

進めています。生物多様性保全には「在来生物の保護（外来生物の対策）」も含まれており、

これについては「昆明・モントリオール生物多様性枠組」の「野生生物保全に関する目標 ③

外来種対策（T6）」や「外来生物法」、「外来生物対策行動計画」などが追い風となり、企業

や団体にとって今まで以上にその対策に取り組みやすくなっています。 

当社は、国内シェア No.1 の虫ケア用品メーカーとして、その分野でのノウハウを活かした

外来生物対策に取り組むため、2025 年 4 月 1 日に、主に外来昆虫類を対象とした対策チー

ム「外来生物（昆虫類）対策チーム」を発足しました。このチームは、研究開発本部や新価

値創造本部、チャネル戦略事業本部、経営統括本部などの部署から選抜されたメンバーによ

り編成されています。今後、当社は、このチーム内で最新の情報や知見を共有し、「調査・

研究」、「情報発信・教育」、「駆除・予防」の軸に基づいた取り組みを進め、専門家やステー

クホルダーと協力しながら外来生物（昆虫類）関連の課題解決を目指します。 

 

 

外来生物（昆虫類）対策方針 

【基本的な考え方】 

アース製薬は、地球（社会全体）における生物多様性の保全、回復、再生に貢献するため、当社の製品や技術、知見を

駆使し、ステークホルダーと協力しながら外来生物（昆虫類）対策の取り組み推進に努めます。 

 

【主な取り組み内容】  

・侵略性の高い外来生物（侵略的外来昆虫類）や潜在的外来昆虫類についての調査・研究を積極的に行う。 

・侵略性の高い外来生物（侵略的外来昆虫類）や潜在的外来昆虫類の侵入が認められた場合は、定着および拡散の防止

に努める。 

・専門家と協力し、外来生物（昆虫類）対策に関する知識の向上および蓄積に貢献し、外来生物対策に関する情報開示

を積極的に行う。 

 

 

外来生物（昆虫類）対策推進体制 

社長が委員長を務めるサステナビリティ推進委員会が、当社のサステナビリティに関する重要事項を決定し、取締役会

がそれを監督しています。この委員会の直下には、専門チームとしてサステナビリティ推進部会と外来生物（昆虫類）

対策チームが同列に置かれています。 

外来生物（昆虫類）対策チームは、委員会の決定に基づいて外来生物対策を実行するプロジェクトチームで、その活動

は委員会に定期的に報告され、経営層の指導・監督を受けています。この体制により、サステナビリティ戦略を確実に

実行し、企業価値の向上を目指しています。 



外来生物（昆虫類）対策戦略 

アース製薬は、当社の保有する製品や技術、知見の提供により外来生物（昆虫類）による生態系破壊や生物多様性損失

の防止に貢献することを目指します。 

そのために、外来生物（昆虫類）の導入、定着、拡散の防止と在来生物（地域固有種）の保全に関する取り組みを推進

していきます。 

また、侵略的外来昆虫類については、行政や自治体、関連団体等と連携し、水際対策（監視）から根絶（完全駆除）ま

での全ての段階で、その除去、最小化、低減、および緩和に向けた活動に積極的に取り組みます。 

 

 

指標と目標 

【調査・研究】 

①外来アリ（ヒアリ類やアルゼンチンアリなど）に関する効果的な駆除、予防に関する調査・研究 

②今後侵入が想定される昆虫類に関する調査・研究 

③有効な防除手段（製品、マニュアル）の開発 

 

【情報発信・教育】 

①地方自治体と協力し、外来生物（昆虫類）に関する知識・対処法に関する教育 

②学会・論文での調査研究の発信 

 

【駆除・予防】 

①自治体等と連携した、防除マニュアルの策定協力 

②外来生物（昆虫類）発生時の対応協力（自治体、業者との連携による防除協力） 

③定着している外来生物（昆虫類）の駆除協力 

 


